　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【筑波メディカルセンター病院　緩和医療科】

研修目標
氏名：             　　　 　日付：　　　年　　月　　日
3ヶ月・6ヶ月毎に下記に設定した目標に対して振り返りを行います。

【一般目標(Goal)】
今回の研修ユニット終了時になっていたい自分の医師像を書いてください。
【個別目標(Objectives）】

ゴール達成のために研修期間に身に付けたいこと(知識・技能・態度)を下記の基礎項目・専門項目（次ページ以降）も参考にして、特に重点的に身に付けたいことや現時点で不得意と思うことを書いてください。
【その他】
心構え、特に気をつけたいことなど、何でも書いてください。
【基礎項目】
Ａ．目標に達した　単独で適切に行える
Ｂ．ほぼ目標に達した　指導の下で適切に行える

Ｃ．指導とアシスタントが必要

	
	項目

	自己評価
	指導医評価

	
	
	A
	Ｂ
	Ｃ
	

	①
	患者および家族との信頼関係が確立できる
	
	
	
	

	②
	患者および家族に対して診療内容を理解し、納得できるように説明できる。
	
	
	
	

	③
	チーム医療が円滑に行えるようにコメディカルとの信頼関係を確立し、調整できる
	
	
	
	

	④
	他科からの診療依頼に対し円滑に対応できる
	
	
	
	

	⑤
	チームメンバーや自らの心理的ストレスを認識することができる、チーム内でストレスや自責感を共有することができる
	
	
	
	

	⑥
	全人的苦痛を理解し対応することができる
	
	
	
	


【専門項目】
Ａ．目標に達した　単独の施行も可能である
Ｂ．指導の下であれば施行できる

Ｃ．更に努力を要する
Ｄ．未経験
太字を中項目とし、それ以下の項目を小項目とした。
中項目をAとする場合は、関連する小項目をB以上とすることが望ましい
	
	項目
	自己評価
	指導医評価

	
	
	A
	B
	C
	D
	

	1 
	疼痛へのオピオイドの適切な処方、使い分け
	
	
	
	
	

	2 
	モルヒネ
	
	
	
	
	

	3 
	オキシコドン
	
	
	
	
	

	4 
	フェンタニル
	
	
	
	
	

	5 
	メサドン、タペンタドール、トラマドール
	
	
	
	
	

	6 
	ROO製剤　（イーフェン®、アブストラル®）
オピオイドスイッチング


	
	
	
	
	

	7 
	オピオイドスイッチング
	
	
	
	
	

	8 
	非オピオイド鎮痛薬、鎮痛補助薬の使用方法
	
	
	
	
	

	9 
	ステロイド
	
	
	
	
	

	10 
	抗うつ薬
	
	
	
	
	

	11 
	抗けいれん薬
	
	
	
	
	

	12 
	ケタミン、キシロカイン
	
	
	
	
	

	13 
	非がん性疼痛への対応
	
	
	
	
	

	14 
	悪心・嘔吐・食欲不振・悪液質・倦怠感への対応
	
	
	
	
	

	15 
	蠕動促進薬
	
	
	
	
	

	16 
	抗精神病薬
	
	
	
	
	

	17 
	ヒスタミン受容体拮抗薬
	
	
	
	
	

	18 
	ステロイド
	
	
	
	
	

	⑤
	消化管閉塞への対応
	
	
	
	
	

	
	経鼻胃管
	
	
	
	
	

	
	オクトレオチド
	
	
	
	
	

	
	ステロイド
	
	
	
	
	

	⑥
	腹水・腹部膨満感・便秘への対応
	
	
	
	
	

	
	利尿薬
	
	
	
	
	

	
	腹腔穿刺ドレナージ
	
	
	
	
	

	
	下剤
	
	
	
	
	

	⑦
	呼吸困難・咳への対応
	
	
	
	
	

	
	ステロイド
	
	
	
	
	

	
	モルヒネ
	
	
	
	
	

	
	抗不安薬　少量ミダゾラム
	
	
	
	
	

	⑧
	死前喘鳴への対応
	
	
	
	
	

	
	スコポラミン
	
	
	
	
	

	
	輸液量の調整
	
	
	
	
	

	⑨
	せん妄・不眠への対応
	
	
	
	
	

	
	家族へせん妄とその治療目標について伝える
	
	
	
	
	

	
	ハロペリドール
	
	
	
	
	

	
	クロルプロマジン
	
	
	
	
	

	
	レボメプロマジン
	
	
	
	
	

	
	クエチアピン
	
	
	
	
	

	
	オランザピン
	
	
	
	
	

	
	フルニトラゼパム
	
	
	
	
	

	⑩
	経験しておくべきその他の病態
	
	
	
	
	

	
	SVC症候群
	
	
	
	
	

	
	脊髄圧迫
	
	
	
	
	

	
	高カルシウム血症
	
	
	
	
	

	
	けいれん
	
	
	
	
	

	
	頭蓋内圧亢進症
	
	
	
	
	

	
	出血（吐血、下血、喀血、体表からの出血）
	
	
	
	
	

	⑪
	難しい場面、悪い知らせのコミュ二ケーション
	
	
	
	
	

	
	DNAR
	
	
	
	
	

	
	急変時
	
	
	
	
	

	
	Advance Care Planningの実践（治癒に代わる目標や希望の話し合い）ができる
	
	
	
	
	

	
	感情の表出への対応
	
	
	
	
	

	
	困難な質問への対応
	
	
	
	
	

	⑫
	鎮静の対応
	
	
	
	
	

	
	鎮静の適応の判断（相応性、意図）
	
	
	
	
	

	
	チーム内での話し合い（安全性）
	
	
	
	
	

	
	家族への説明・意向の確認（自律性）
	
	
	
	
	

	⑬
	スピリチュアルな側面
	
	
	
	
	

	
	スピリチュアルペインを正しく理解し適切な援助をすることができる
	
	
	
	
	

	⑬
	看取りのケア
	
	
	
	
	

	
	家族の予期悲嘆への対応、複雑性悲嘆のスクリーニング
	
	
	
	
	

	
	臨死期の徴候について家族へ説明する
	
	
	
	
	

	⑭
	地域連携・外来診療
	
	
	
	
	

	
	地域医療機関と協力し適切に医療を提供できる
	
	
	
	
	

	
	退院支援・退院前カンファレンスの実施
	
	
	
	
	

	
	緩和ケア外来の診療を行う
	
	
	
	
	

	
	緊急入院の対応
	
	
	
	
	

	⑮
	緩和ケアにおける医療倫理的判断
	
	
	
	
	

	
	倫理カンファレンスの実施
	
	
	
	
	

	⑯
	研究・学術発表・教育・研修
	
	
	
	
	

	
	臨床疑問についてガイドライン・教科書・二次資料を調べることができる
	
	
	
	
	

	
	学会や研究会で学術発表を行う
	
	
	
	
	

	
	抄読会（TJC）への積極的参加
	
	
	
	
	

	
	緩和ケア研修会やセミナーなどで講師・ファシリテーターを務める
	
	
	
	
	

	
	医学生実習での指導に積極的に関与する
	
	
	
	
	


